
北九州市議会議員定数及び各選挙区選出議員数に関する条例の一

部を改正する条例

 北九州市議会議員定数及び各選挙区選出議員数に関する条例（平成１４年北

九州市条例第７６号）の一部を次のように改正する。

 第１条中「６１人」を「５７人」に改める。

     「門司区   ７人  「門司区   ６人   「若松区  

小倉北区 １２人」  小倉北区 １１人」   八幡東区 

６人  「若松区   ５人

５人」  八幡東区  ４人」

付 則

（施行期日）

１ この条例は、公布の日から施行する。

 （適用区分）

２ 改正後の北九州市議会議員定数及び各選挙区選出議員数に関する条例の規

定は、この条例の施行の日（以下「施行日」という。）以後初めてその期日

を告示される一般選挙から適用し、施行日以後初めてその期日を告示される

一般選挙の告示の日の前日までにその期日を告示される再選挙及び補欠選挙

については、なお従前の例による。

第２条中 に、を

を に改める。



参考                 北九州市議会議員定数及び各選挙区選出議員数に関する条例新旧対照表

新 旧

（議員の定数） 

第１条 地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第９１条第１項の規定により、

北九州市議会議員の定数は、５７人とする。 

 （各選挙区において選挙すべき議員の数） 

第２条 公職選挙法（昭和２５年法律第１００号）第１５条第８項の規定により

、各選挙区において選挙すべき北九州市議会議員の数は、次のとおりとする。 

選挙区  議員数 

  門司区   ６人 

  小倉北区 １１人 

  小倉南区 １２人 

  若松区   ５人 

  八幡東区  ４人 

  八幡西区 １５人 

  戸畑区   ４人 

（議員の定数）

第１条 地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第９１条第１項の規定により、

北九州市議会議員の定数は、６１人とする。

（各選挙区において選挙すべき議員の数）

第２条 公職選挙法（昭和２５年法律第１００号）第１５条第８項の規定により

、各選挙区において選挙すべき北九州市議会議員の数は、次のとおりとする。 

選挙区  議員数

  門司区   ７人

  小倉北区 １２人

  小倉南区 １２人

  若松区   ６人

  八幡東区  ５人

  八幡西区 １５人

  戸畑区   ４人


